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メ イ エ ル ホ リ ド演出 『森林』 （1924年）につ い て

　　 　 一 演劇 に お ける ア トラ ク シ ョ ン の モ ン タ ー ジ ュ
ー

楯 　 　岡　 　求　 　美

　演劇 に お け る革命 を推進 した演 出家 メ イ エ ル ホ リ ドが ， A ．オス トロ フ ス キ

イ原作の 『森林』 を上 演 した の は 1924年 1 月の こ とで ある 。 本稿 で は
， 彼 の 演

出に応用 され たサ ー カ ス や モ ン タ
ー ジ ュ の 手法 を具体的 に考察 し， 演 出の 意 図

が 人間関係 の 固定的な政 治的図式化で は な く， 演 劇性の 徹底 と人間関係の 動 的

なモ デ ル 化で あ っ た こ とを明 らか に した い
。

1 ． メ イ エ ル ホ リ ド演出 『森林』の 構成

　舞台に は幕が な く，絵画的な背景 もない
。 舞台の 左半分 に は つ り橋が あ り，

右半分 に小 さな鳩小屋 が ある 。 右手舞台手前には 「地主 グル ム ィ シ ュ ス カ ヤ の

ペ ニ キ （fieHbKva）屋 敷」 と表示 さ れ た ア ー チ が つ い て い た 。 舞台中央に は 回

転ぶ らん こ用 の 高い 棒 が あ り，
そ の棒 と鳩小屋 と に縄 を渡 して 洗濯 もの を干せ

る よ うに な っ て い る 。
つ り橋 は左手舞台奥の 上層 か ら始ま り， ゆ る や か な螺旋

状 の 弧 を描 きなが ら右手の ア ーチ へ 続 く道の ように の びて い た 。 場面 に 応 じて

シ
ー

ソ
ー

が
一 度持 ち込 まれ る以外 ，

こ の 他 に 装置は特に な く， 椅子や テ ーブ ル

とい っ た 日用品が必要に応 じて 運 び込 まれ ，使 わ れ る 。 場 面転換 も照明を半暗

転に して 行 っ たた め ， 客席か らすべ て 見 えた 。

　女地 主 グル ム ィ シ ュ ス カ ヤ の もとで 暮 らす遠縁 の 貧 しい 娘 ア ク シ ュ
ー シ ャ が

女地主の 身勝手を逃れ て 恋人 と結ばれ た い と願 っ て い る とこ ろ に
， 悲劇役者 と

喜劇役者が旅の 途 中 に訪 れ る と こ ろ か ら 『森林』 の 物語 は始まる 。
こ の 悲劇役

者は 女地主 の 甥で あ る が
， 叔母 を心配 させ ない よ うに と退役軍人 の 主従の ふ り

を して い る 。 こ の 主従 （実 は蕨役者た ち）が森林売買の トラ ブ ル や ， 娘 と恋人 ，

女地主 とそ の 友人の 息子 で屋敷 に居候す る 若い 男 ブ ラ
ー

ノ ブ との 関係な ど ， 屋

敷で 展開 され る事件 に割 り込ん で は
， 解決 し よ うとす る

。
メ イ エ ル ホ リ ドは オ

ス トロ フ ス キ イの 五 幕 の 戯 曲を33の エ ピ ソ
ー

ドに 分割 し， 休憩 をふ た つ 入 れ た

三 部構成 に して い る 。 各エ ピソ
ー

ドが演 じられ る 前に メ イ エ ル ホ リ ドが つ けた

小題が ス ク リ
ー ン に投影 され る な ど， エ ピソ

ー
ドは の ちに述べ る よ うに 閉 じた
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構造 をもつ 自律性 が強調 され て お り，
また

， 演 じ られ る 順番 も原作の 筋立 て に

関係な く互 い に最 も効果的な コ ン トラ ス トをなす よう ， 新 た に組み 直 され た 。

　 メ イ エ ル ホ リ ドは 『森林』の セ リフ を書 き換 えて は い ない が
， 身振 りや 効果

音な ど に よ っ て
， 原作 とは異 なる 登場人物の 性格 の 読 み 換 え を行 っ た 。 も っ と

も変化が 大 きく， また その 変化が 劇全体 の 変質に大 きく関わ っ た の は女地主の

もとで 暮 らす貧 しい 娘 ，
ア ク シ ュ

ー シ ャ で あ る 。 原作 の ア ク シ ュ
ー シ ャ は女地

主 の 勝手 に屈 しな い もの の
， 涙 もろ く， そ の 行 動 は あ くまで 受動 的で 無力で

あ っ た。 メ イ エ ル ホ リ ドは彼女 に 意志の 強 さ と積極 的な性格を付与 し，
こ の 変

化が ， 先取 りして い えば ， 劇の 構造に ダイ ナ ミズ ム を与えて い る。 また演劇 と

して の 完成 度 を高め るた め ， 戯曲に 多 く含 まれ て い る説明的なモ ノ ロ ー
グを演

劇性 を疎外す る文学的 な言語 と して で きる 限 り排除 して い る 。

　以 下，演 出に お ける演劇的 な表現 の追及 をサ ー カス 性お よびモ ン ター ジ ュ 手

法 の 応用 の 二 点を中心に考察をすす め る。

H． 演劇 の サ
ーカ ス 化

　馬鹿げて 見 える ほ ど体 を締め つ ける 女地主 の 乗 馬服や ，相槌 を打つ 代 わ りに

笑い 声を立 て た り， 握手する 度 に相手が その あま りの 痛 さ に呻い た りしゃ が み

こ む （エ ピ ソ
ー

ド 6 ：以下 （9．6） と表記
く1）
），

とい っ たサ
ー カ ス ・ク ラ ウ ン

が よ く使うコ ミ カ ル で 誇張 した 表現 を繰 り返す こ とに よ っ て 登場 人物が性格づ

けされて お り， メ イ エ ル ホ リ ドは劇全体 を徹底 的 にサ
ー カ ス 的な動 きや リズ ム

で 統
一

して い る 。

　 と りわ け劇中で 重要な役割を担 っ て い る二 人の 旅役者た ちが ク ラ ウ ン とオ ー

ギ ュ ス トとい うサ ー カ ス に登 場す る
一一組の 道化の 関係 を保 っ て い る こ とが ，

メ

イエ ル ホ リ ドの 『森林』演出に お ける サ ー カス 様式の 応用 を特徴づ けて い る。

田舎役者なが ら 『ハ ム レ ッ ト』 の 有名な独白を吟 じる 「芸術家 ら しい
，

ロ マ ン

チ ス ト風 に見 えた」
｛2）
悲劇役者 と ， 着古 したズ ボ ン に破 れ た シ ャ ッ をま と っ て

舞台 中を走 り回る 喜劇役者の 関係 は，粋 な 身な りや 方善 を使い なが ら も基本的

に は規範 的な喋 りをす る優 雅 な ク ラ ウ ン に対 し ， だぶ つ い た服装 にふ ざけた仕

草や 突発的 な叫び声に特徴づ け られ る オー ギ ュ ス トの 関係そ の もの
｛3）

で あ る 。

　エ イゼ ン シ ュ テ イ ン が こ の 前年に 演出 した ， オス トロ フ ス キ イの 戯 曲を原作

とす る 『賢人』に お い て も， サ ー カ ス とモ ン ター ジ ュ の 手法が応用 され て は い

たが ，
ス ト

ー
リ

ー は 再三 中断 され ， 物語 とは ま っ た く関係 の な い サ
ー カ ス ・ク

ラ ウ ン の 演技 に と っ て か わ られ ， 劇全体 の 構成 を考 える とい うよ りも， 「題名
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と表面的な筋立 て が
， 焦眉 の 政治的テ

ー
マ に対す る ア ジテ

ー
シ ョ ン や風刺の 口

実 と して 利用 されて 」
（4｝

い た状態で あ っ た 。

　 こ れ に 対 し
，

メ イ エ ル ホ リ ドの 『森林』 で は
，

ク ラ ウ ン とオーギ ュ ス トが ，

部分 的に 芝居 に乱入 した り， 挿入 され た り引用 され た りして い る とい うの で は

な く， 劇 中の 事件を激化する 触媒 と して機能 して い る ため
， 劇 の 展開 に深 く関

わ っ て い る 。
つ ま り， 『森林』 は

， 最小 限の 道具 を使 い つ つ
， 可能 な限 り過剰

と もい え る ほ ど の 表 現 を す る サ ー カ ス や 民 衆 芸 能 に 固 有 の 構 造 や 様 式

（ycnOBHOCTb ）に基づ い て い る の で ある 。

　 メ イ エ ル ホ リ ドは
，

ハ イ カ ル チ ャ
ー

の 芸術 に民衆芸能風の ア レ ン ジ をほ どこ

す とい っ た よ うな ， 見世物小屋的 な趣向 を表層 的に 取 り込 むだ けに 終わ る の で

は な く， サ
ー カス の 手法そ の もの の 再生 をめ ざ して い た 。 サ

ー カ ス 性 は
， 舞台

上 に祝祭的な空 間を創出する 重要 な機能 を担 っ て お り， 演劇 に見世物小屋 的な

もの を
“
利用す る

”
とい うだ けの 考えを逆転 させ

， 古典作品の 方 をサ
ー カ ス に

取 り込 み ， サ
ー カ ス 化 した

。 オス トロ フ ス キ イ の 原作 と異 な り，
ア ク シ ュ

ー

シ ャ が め そめ そ しない
， 明 る く活発で 意志 の 強い 性格で あ り，

よ り前面 にで て
，

強い 印象 を与える こ と も手伝 っ て ， サ
ー カ ス の 要素 に 満た され た 舞台は 陽気 さ ，

に ぎや か さに 満 ちて い る 。 メ イ エ ル ホ リ ドは極力 「笑 っ て い る人物と笑わ れ て

い る人物が舞台上 に の っ て い る ように 」
 

工 夫 して い た 。

　 こ の 陽気 さは ，
パ フ チ ン の 言葉を借 りれ ば ， カ ー ニ バ ル な どに お ける民衆の

力 に よ る 「生 活上 の 厳格 さか らの 完全 な解放」
〔6＞

を舞台上 に もた らす 。
メ イエ

ル ホ リ ドの 演出に お い て は ，
こ の サ ー カ ス 的 な形態 こ そが ， 「ア ク シ ュ

ー シ ャ

を女地主 の 権 力 （つ ま り生 活上 の 厳格 さ）か ら解放す る 」 とい う 『森林』 の

テ
ーマ を実行可能 にす る もの なの で あ る。 物語 の 筋立て の 展 開に よ っ て解放が

用意 され て い る の で は な く， 祝祭 の メ カ ニ ズ ム の 力 に よ っ て ア ク シ ュ
ー シ ャ は

解放 され る の で ある 。

皿． ア トラ ク シ ョ ン とモ ン タ ー ジ ュ

　サ ー カ ス 性 と並 ぶ 『森林』演出 の もうひ とつ の柱は ，
モ ン タ ージ ュ 手法で あ

る 。 メ イ エ ル ホ リ ド自身， 『森林』 に 「モ ン タ
ー

ジ ュ の 原 理 を応用 した」
（71

と上

演直前の イ ン タヴ ュ
ーで 述べ て い る

。

　劇 を構成 して い る要素をそれ ぞれ劇 の 筋 に従属 して い る の で は な く， 個 々 に

自律 した構造 を持ち ， 独 自に 一定の 効果 （感情の 高揚 な ど）を与え る こ とが で

きる もの と して 捉 える 。
エ イゼ ン シ ュ テ イ ン は こ の よ うな劇の 構成要素 をア ト
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ラ ク シ ョ ン と呼 び
， 『賢人』 を演 出する 際 に ， 「ア トラ ク シ ョ ン の モ ン タ

ー

ジ ュ 」 と題 した論文 （1923年）の 中で 論 を展 開 し， 次の よ うに書 い て い る 。

　ア トラ ク シ ョ ン とい うの は （演劇の 観点か らす れ ば）， 演劇の あ らゆ

る攻撃的契機 ［モ メ ン ト］の こ とだ 。
つ ま り， 受容す る側 に ある一

定の

情緒的 な シ ョ ッ ク を あたえる よう経験的に 選 りす ぐられ
， 綿密 に計算さ

れ た感覚的ない し心理 的作用 に観客を さ らす よ うな ， 演劇 の あらゆ る 要

素の こ とで ある
 

。

　ア トラ クシ ョ ン とい う言葉は ， 本来サー カ ス な どの 演 し物等の 意味に使われ

るが ，
こ こ で は も っ と広 い 意味に使 わ れ て い る 。

つ ま り劇 に内包 され る小 さな

ス トー リー と して の エ ピソ
ー ドか ら

， 音響や セ リフ
， 衣裳にい た る まで ， 演劇

を構成す る あ らゆ る 要素が 大小 にか か わ らず個 々 に独立 した ア トラ ク シ ョ ン で

あ り， 独 自の 閉 じた構造 を もっ て い る 。 中で も最 も重 要と され る性質は ， 他の

ア トラ ク シ ョ ン と関連す る こ とに よ っ て 新た な効果 を生 み出す こ とで ある 。 ア

トラ ク シ ョ ン は互 い に結 びつ くこ とで
， 個別 には 生み 出せ なか っ た よ うな効果

を観客 に与 える 。 最 も効果的 なコ ン トラス トを成 し ， 観客に衝撃を与える よ う

ア トラ ク シ ョ ン を新 た に 組み 立 て る の が モ ン タ
ー

ジ ュ で あ る。
こ の 際 ， 異質な

要素が た だ並列 され るの で は な く， 衝突や衝撃が 生 まれ る こ とが 重視 され る 。

　以 上の こ と を踏 まえた 上 で 『森林』の ア トラ ク シ ョ ン の 種類 を三 つ に 分けて

と りあげる こ とにす る
。

皿 ． 1．エ ピソ
ー

ドを構成す る要素 と しての ア トラ ク シ ョ ン

　メ イ エ ル ホ リ ドの 演出で は
，

セ リフの 内容が頻繁 に視覚化， もし くは
， 聴覚

化 され
， 言葉が帯 び る イメ

ー
ジが多重化され る よ う，

モ ン タ ー ジ ュ され て い る
。

例 えば
， 女地主が 「もうす ぐ死ぬ 」 と言い なが ら ， 気を失 っ たか の よ うに死 ぬ

真似 をす る （3 ，6）場面や ，
キ シ ニ ョ フ か ら贈 り物が届 い た とい う話題 に

， 話

の 情 景 を具体 的に イメ
ー ジ させ る よ うなモ ル ダ ヴ ィ ア 民謡の 伴 奏が つ く （θ，

6） とい っ た場面 に顕著 な手法で あ る 。

　ジ ェ ス チ ャ
ーや 音 とい っ た一 般的 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 手段 に 限 らず， 劇 を

構成 して い る 要素はす べ て
， あ らゆ る機 会 を捉えて 情報 を発信 し， ア トラ ク

シ ョ ン と して イ メ ー ジ の 形成 に寄与 して い る
。 空 間もまた例外で は ない

。 喜劇

役者は橋の 上 方へ 駆 けの ぼ り， 悲劇役 者 に 対 して 空間 的 に （つ ま り文字 どお
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り）上 か ら， 「私 に だ っ て 誇 りが あ りますか らね ！」 と言葉 を投 げ か け る （3．

13）。
こ こ で は 高 さが誇 りの 「高 さ」 を，両 者の 距離が 「拒否」の 意思 を明 ら

か に して お り ， 空間が 言葉 を裏打 ち して い る 。 同様な空間の 使い 方 は エ ピソ
ー

ド5 に あ り， 悲劇役者が 『ハ ム レ ッ ト』 の 朗唱 をする時 ， 彼は橋 の 上 の 方 へ の

ぼ っ て い き， 視覚的 （空間的）に悲劇役者が 喜劇役者 よ り 「上」で ある こ とを

示 して い る 。

　直接 に は そ の 場 の セ リフ と まっ た く関係が な い よ うに思 わ れ る演技 をモ ン

タ ー ジ ュ す る こ とで
，

セ リフ の 発話者 の 心理状態や状況 を暴露す る手法 は
， 例

えば，女地 主が 「ブ ラ
ー

ノ ブ の か わ い そ うな運命」を語 りなが ら トラ ン プゲ
ー

ム に興 じる場面 （3．6） に表れ て い る 。 こ こ で は
， 運命が ゲ ーム に 暗喩 され ，

もて遊 ば れ る ブ ラ ー ノ ブ の立場が 浮き彫 りに なる 。

　 モ ン ター ジ ュ に よ っ て 生 み 出 され るイ メ
ー ジ は単一 なもの ばか りで は ない

。

多 くの 場合 ， 複雑 に か らみあ っ た複数の イ メ
ー ジが 一 度に 生 み だ され る 。 同 じ

くブ ラ
ー ノ ブ に 関す る モ ン ター ジ ュ で は ， 彼が椅子 を積 み重ねた上 で バ ラ ン ス

を取 りなが ら立 っ て み せ た り， 椅子 を並べ て ジ ャ ン プ をする 場面 （3．18）が

あるが ， そ の サ ー カ ス の ア ク ロ バ ッ ト的 な動 きが ， 女地 主 とそ の 甥 （悲劇役

者）の ご機嫌をうか が うこ とで 自分の 立場 を
“
バ ラ ン ス よ く

”

す る た め に必死

の 努力 を して い る （椅子 を飛 び越 え る 労働 をす る） こ と を示す と と もに
，

ブ

ラ
ー ノ ブ の 調子 よ さや愚か さをも曝け出 して い る とい えるだ ろ う。

　セ リフ が直接意味す る もの で は な く， 発言者の 性格や セ リ フ を取 り巻 く環境

を象徴す る もの をモ ン ター ジ ュ す る こ と に よ っ て ， セ リ フ に言外 の 意味 をもた

せ
， 言葉 に裏の 意味を もたせ る こ の よ うな方法 の なかで ， 劇構造上 の 変化に 深

く関わる もの は，貧 しい 娘の ア ク シ ュ
ー シ ャ と女地主 の や り取 りの シ

ー
ン で あ

る 。 グル ム ィ シ ュ ス カ ヤの （原作通 りの ）言葉に よる高圧 的な問い か け に対 し ，

メ イエ ル ホ リ ドは （原作の セ リフ を変 える こ とな く） ア ク シ ュ
ー シ ャ に動作や

音 で 返事 をさせ て い る 。
ア ク シ ュ

ー シ ャ は砧 を叩 く音 を女地主 の 言葉 に真 っ 向

か ら勝負 を挑む かの ように大 きく響 か せ
， 擦れ違い ざまに 女地主 を突 き飛 ばす 。

しまい に は 「お前なん か よ り立 派な人 た ちが私 の 笛に踊 っ た ん だか ら」 とい う

グ ル ム ィ シ ュ ス カ ヤの セ リフ を面 とむか っ て 笑い とばす行為 に よ っ て
， 瞬間的

に 人問関係 の 構図 が 明確 に示 され る （e ，t2）。 原作で は徹底 して 受動 的なア ク

シ ュ
ー シ ャ を前面 に押 し出 した構 図が ， 言葉で 説 明され る よ りもは る か に 際立

つ の で あ る 。

　パ ン トマ イム や仕草 ， 音 な どが絶 え間な く舞台上 に あふ れ
， 過剰 な ほ どの 情
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報 を観客 に与 えて い る 。 劇 を構成 して い る あ らゆ る要素は 多様 なア トラ ク シ ョ

ン と して ， 動作を は じめ 衣裳の 形 ， 色 ， 俳優 の 立つ 位置 ， 音や照 明 に至 る まで

独 自の 意味 を持 ち
，

セ リ フ と同様 に 観客 に作用す る こ とが期待されて い る 。
い

ずれ も背景説 明や伴奏の た め とい っ た 補助 的な要素で はな い
。 個 々 に独立 した

ア トラ ク シ ョ ン で あ り，互 い に モ ン タ ー ジ ュ され ， さ らに新 た な イメ
ー

ジ を生

み 出 して い る 。
セ リフ で 説明す る の で は な く， 視線や 動作 ， 笑い とい っ た ア ト

ラ ク シ ョ ン をモ ン タ ー ジ ュ す る こ とに よ っ て
， 観客に状況判断 をす る機会 と材

料 とを与 え て い る 。 舞台 ヒの 事件 （ア トラ クシ ョ ン 同士 0）衝突）に 関して 固定

化 され た 「正 しい 解釈」 を拒 否する
，

つ ま り言葉の 説 明 を廃 し，
モ ン タ

ー
ジ ュ

に よ っ て ニ ュ ア ン ス をつ た え る試 み で ある
。 結果 ， 判断は すべ て 観客に委ね ら

れ る こ とに なる 。

皿．2．ア トラ ク シ ョ ン と して の33に 分 け られ た エ ピ ソ ー ド

　33に分 け られ た エ ピソ
ー

ドは
， 以上検討 して きた よ うな セ リフ や 動 き

， 音 な

ど
，

ア トラ ク シ ョ ン に よ っ て 構成 され て い る わけだが ， この エ ピソ
ー

ドの ひ と

つ ひ とつ もまた ， 小劇 と して 独立 したス ト
ー一

リー を も っ て い る と もい え る ほ ど
，

自律性が 強調 され ， 独自の 閉 じた構造を有 した ア トラ クシ ョ ン に な っ て い る 。

これ らエ ピソ
ー

ドは ， 原 作の 筋立 て に縛 られ る こ とな く， 互 い が 効果的 に作用

す る よ うに計算 され て 配 置 し直 されて い る 。

　ア トラ ク シ ョ ン と して の エ ピ ソ
ー ドを組み 合 わせ る モ ン タ ー ジ ュ の 方法 に は

，

大 き く分けて ， 同時進行 を表わ すモ ン タ ー ジ ュ と
，

エ ピソ
ー

ドが 内包す る ス

ト
ー

リ
ー

が互 い に コ ン トラ ス トを成す場合の ふ た つ が ある 。 劇の 冒頭か ら三分

の
一

まで を占め る第
一

部で は
， 同時進行 を表す モ ン タ ー ジ ュ が 使われ て い る

。

舞台上の 橋の 上 と下 に 同時に 異なる場面を演 じる役者が 登場 し， 暗転 を利用 し

なが ら交互 に演 じる こ とに よ っ て
， 複数の エ ピ ソ

ー
ドが 同時に進行 して い る よ

うにみ せ る 手法で ある 。 二 つ の 異 な る筋が 同時進行 で あ る こ とを強調するた め

に ， 色 々 な仕掛 けが な され て い る 。 例 え ば
，

エ ピソ
ー

ド3 は エ ピソ
ー

ド1 との

繋 が りを強調 して ， 喜 劇役 者の ル ー
ラ

ー ド （pyllana：オ
ー

ギ ュ ス ト風の 叫び

声）の 続 きか ら始 ま り， 他 方 ，
エ ピ ソ

ー ド4 で は エ ピソ
ー

ド 2 の 最 後か ら続 け

て歌 っ て い た か の よ うにア ク シ ュ
ー シ ャ は同 じ歌 を歌い 続 ける 。

　こ れ まで は こ の 同 時進行 を示す手法 ばか りが モ ン タ ー ジ ュ 手法 の 応用 と して

指摘 され て きた 。 しか し， す で に検討 して きた
，

コ ン トラ ス トを重視する モ ン

タ
ー ジ ュ の 機能 を考えれば ，

コ ン トラ ス トを重視 した もう
一

方の 手法こ そが ，
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演出の テ
ー

マ に深 く関わ っ て い る 。 そこ で 具体的に 「愛」 を扱 っ た五 つ の エ ピ

ソ
ー ド （e．14

，
15

，
2t

，
22

，
23／原作の ［幕 、場］ は順 に ［ll，1／ 1 ， 15／ rv　，

5／ IV， 1／ 1＞，2．3］）を取 り上 げ ， 分析する こ とにす る 。

　 『森林』 に は
，

三組 の 恋愛関係が 表 され て い る が ， 原作で は ， 女地主 の 召 し

使 い で あ る ウ リー タ と喜劇役者の 逢 い 引 きの 場面 （IV幕）に もうひ と りの 召 し

使 い カル プの 打 ちあけ話が 導入部 と して つ け加えられて お り， 退役軍人 の 主従

を きど っ て い る ふ た りが実 は旅役者 だ とい うこ とが喜劇役者の 「告白」 に よ っ

て 暴露 され て しまうた め の 仕掛 けで しか ない
。

　こ れ に対 し ，
メ イ エ ル ホ リ ドは カ ル プ の セ リフ を削除 し， 3 つ の 「愛」 の 形

態 を次の よ うに並べ て モ ン タ
ー

ジ ュ して い る 。

3 ．2t 若い ふ た りの 恋入 た ち （ア ク シ ュ
ー シ ャ ）の あい び き

3，22 女地主の ブ ラ
ー ノ ブ に対す る恋慕に つ い て の 旅役者た ちの 会話

3，23　ウ リ
ー

タと喜劇役者の あ い び き

　エ ピ ソ
ー

ド21 と23 との コ ン トラス トを強調 する た め
，

メ イエ ル ホ リ ドは エ ピ

ソ
ー ドの 23を ， 次に挙げる よ うに ，

21の 冒頭部分の パ ロ デ ィ
ー か ら始 め て い る 。

エ ピ ソ
ー ド2j

　　ピ ョ
ー

トル （中略）橋 を よ じ登 る 。 ア コ ー デ ィ オ ン で ポ ル カ を演奏する 。

　　橋の 下 か らア ル カ ー シ ュ カ （喜劇役 者の 名）， 這い で て くる （中略）。

　　ピ ョ
ー トル ， 演奏を止め て ， 口笛 をふ い て ア ル カ ー シ ュ カ を呼ぶ 。

　　彼に ささや く。 ア ル カ ー
シ ュ カ

， 手を伸ばす 。
ピ ョ

ー
トル

， 彼に小銭 を

　　や る 。 ア ル カ ー シ ュ カ ，
ハ ン カ チ を引 っ 張 りだ し ， 見せ る 。 「振 る か ら

　　ね ！」ハ ン カ チ を振 り回 しなが ら走 り去 る 。

エ ピソ
ー

ド23

　　激 しい 犬の 鳴き声。 ア ル カ ー シ ュ カが 現れる 。 （中略）

　　 （ア ル カ ー
シ ュ カ は ）足で カ ル プ に 立ち去 る よ ううなが す。 カ ル プ ，

　　シ ャ ス リフ ツ ェ フ （ア ル カ ー シ ュ カ の こ と） に手 を出 す 。 シ ャ ス リ フ

　　ッ ェ フ
， その 手 を取 る と ， じっ とその 手を眺め ，

ハ ン カ チ を引 っ 張 りだ

　　して 手 を拭 き， 振 り回 して か ら ， カ ル プに 足 を差 し出 す 。 カ ル プ退場 。

エ ピソ
ー

ド23は
， 欲情 を暗示する 犬の 鳴き声をは じめ ，

こ とご とく愚弄され
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た形に ひ っ くりか えされ ， 両者の 落差が誇張 され て い る 。

　 しか し ，
モ ン ター ジ ュ され て い る の は

，
こ の よ うに単純 に並 列 され た エ ピ

ソ ー ド同士 ばか りで は ない
。 よ り多面 的なモ ン タ

ー ジ ュ を構築 し ， 多様な コ ン

トラ ス トを強 く印象づ ける ため の 隠れ た仕掛 け と して
， さ らに 14

，
15の 二 つ の

エ ピ ソ ー ドが ，
こ の 三 つ の エ ピソ

ー ドに対 し隠れ た ア トラ ク シ ョ ン と して 複雑

に モ ン ター ジ ュ され て い る 。

　第二 部の 冒頭 の エ ピソ
ー ド15 「ペ デ ィ キ ュ ア 」で は ， ウ リー タが女地主の 足

の 手入れ （ペ デ ィ キ ュ ア） をしなが ら ， 「愛す る こ と」 を話題 に する 。

　こ の エ ピソ
ー ドは

， （幕 間 をは さん で は い るが ）その 直前の
， 回転 ぶ らん こ

を使 っ て 演 じ られ た 若い ふ た りの 美 し さ ， 純粋さが強調 され た リ リ カ ル なエ ピ

ソ
ー ド14とすで に コ ン トラス トを成 して い る 。

ペ デ ィ キ ュ ア とい うセ ク シ ャ ル

な イ メ ー ジ を もつ 言葉が題 に選 ば れ ， ウ リー タ が女地主 の 身つ くろ い の 世話 を

しなが ら若い 男 の 子の 品定め を し， ウ リ
ー

タは女地 主 の 内心 を代弁す る 化身と

して の イメ
ー ジを持 つ こ とに な る 。

　つ ま り， 女地 主の 話題 が 出 され る エ ピソ
ー ド22をは さん で 若 い ふ た りと ウ

リ
ー

タの あい び きが モ ン タ
ー

ジ ュ され れ ば ， 当然その 後 ろ に 女地主が 隠 され て

い る わ けで
， それ が 間接的に 若い 恋人 た ち とモ ン ター ジ ュ され て い る こ と に な

る 。

　同時に ， ウ リー タ と喜劇役者が あい び きをす る エ ピ ソ ー ド23自体 に も， 若い

恋人 た ちの エ ピソ
ー ド14が 隠れ た ア トラ ク シ ョ ン と して モ ン ター ジ ュ され て い

る 。 こ の 二 つ も離 れ て 演 じ ら れ て は い る が ， 若い ふ た りの 回転ぶ らん こ （3．

14） と視覚的に 対比 され る シ ー
ソ

ー を使 っ て ウ リ
ー

タの あ い び き （9 、23）が

演 じられ る こ とか ら も
，

二 つ の エ ピ ソ
ー

ドが 対比 され て い る こ とが わか る 。 吊

り橋 と鳩小屋以 外 ， 特に舞台装置 を使わ ない 舞台で は，大 きな装置 を使 っ て い

る こ とで ，
こ の 二 つ の エ ピソ

ー ドは視覚的 に も他の エ ピ ソ ー ドか ら切 り離され ，

特徴づ けられ て い る 。
ル ドニ ッ キ イ も指摘 して い る よ うに ， 回転ぶ らん こ の 羮

しい シ
ー

ン が 暗い 現実 を忘れ
， 明 る い 未来 を夢見る精神的 な イメ ー ジ を もつ

い っ ぽ う，
シ ー

ソ
ー は まっ た く逆の イメ

ー
ジ を， シ ー

ソ
ーが上 下す る 度 に ， 召

し使 い が 喘 ぐ とい う， 露骨 で 猥雑 な イ メ
ー ジ を生 み だ して い る

（9）
。 こ の シー

ソ
ー

の エ ピソ
ー

ドが ， 時間の 経過 に よ っ て 観客の 記憶 の 中で さ らに 美化 され た

で あろ う回転ぶ らん こ の エ ピソ
ー ドと間接的 に対比 され るた め ， 両者の コ ン ト

ラ ス トは さらに強調 され る 。
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　こ の よ うに ， 純愛 と欲望 とい う二 つ の 相対立 する 愛の 形は
，

い くつ もの エ ピ

ソ
ー

ドが 直接 ・間接 に ， しか も複雑 に モ ン タ
ー ジ ュ され る こ とに よ っ て コ ン ト

ラ ス トが 多面的 に提示 され
，

立体的 な イ メ
ー ジ とな っ て 生 み 出 され るの で あ る 。

皿 ．3． 劇全体 を通 して構成 される ア トラ ク ショ ン ：人物像 の 立 体的 な造 形

　以上 の ように ，
エ ピソ

ー
ドや ， 動作 ， 道具 とい っ た劇 の 構成要素が ， 各々 独

立 した ア トラ ク シ ョ ン と して 繰 り返 しモ ン タ ー ジ ュ されて い る 。 そ して 最終的

に は ， 劇全体 を通 して ア トラ クシ ョ ン の 集合体が登 場 人物 の イ メ ー ジ を立 体的

に 構成 して い る 。

　た とえ ば ア ク シ ュ
ー シ ャ をめ ぐる ア トラ ク シ ョ ン は

，
ア ク シ ュ

ー シ ャ が常 に

活発 に働 き， 自分の 意志 を尊重す る とい うイ メ ー ジの 形成 に集中 して い るが ，

プ ラ
ー ノ ブ の 行動 に は対照的 に ，

い つ も子供 っ ぽ さの イメ
ー ジ が つ い て まわ る 。

　劇 を通 して ア トラ ク シ ョ ン の 集合体 が ， 登場人物の イメ ー ジ と して 立 ち現れ
，

入物イ メ
ー ジ同士 もまた ， 互 い に コ ン トラ ス トを な して い る。 本論で すで に取

り上 げ た 人物間の 関係 を例 に とれ ば ， 以下 の よ うな対比 を考える こ とが で きる 。

a ． 女地 主の 屋 敷に居候 す る ア ク シ ュ
ー シ ャ とブ ラ

ー ノ ブ とは ， 女地主 に

　　対す る態度が対照 的 。 ア ク シ ュ
ー

シ ャ が反発すれ ばする ほ ど， 擦 り寄

　　 る ブ ラ
ー

ノ ブ の 態度が 強調 され る 。

6． ア ク シ ュ
ー シ ャ と恋 人 に は ウ リ

ー
タ と喜劇役者 ， そ して 女 地 主 とブ

　　 ラ ー ノ ブ の 関係 が対比 され る 。

B ． 悲劇役者 と喜 劇役者 の 反発 しあ う　（偽装 の ）「主従」 に は 女地主 と ウ

　　リ
ー タ とい う分身の よ うな組み 合 わせ が対比 され て い る 。

　こ の よ うな コ ン トラ ス トは 劇 中い た る とこ ろ に散見で きる わけ だが ，劇 中の

主要人物 を浮か び上 が らせ
，

こ の よ うなコ ン トラ ス トをク ロ ー ズ ・ア ッ プ し ，

強調す る ため に
， 登場人物の グ ル ー プ化 ，

群衆の 導入 が行 わ れ て い る 。

　まず，女地主 を浮か び上 が らせ る よ うに する ため に ， 彼女側の 登場人物が グ

ル ー プ化 され て い る 。 グル ー プ全体 が彼女の 取 り巻 きとい うひ とつ の役割を担

うよ う演出 され ， 彼女 を前面に 押 し出す よ うに後ろ の 方 へ 配 され て い る 。 セ リ

フ は大 幅に 削除 され た上
， 残 りの セ リフ も共有 し， 次の よ うに合唱形式 に変 え

られ た 。
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　グル ム イ シ ュ ス カ ヤ の セ リフ 「皆 さん
， 私は もうす ぐ死ぬ の で す 。 死

を望ん で さえお ります」 の あ とで
， 全員飛 び 上 が っ て グル ム ィ シ ュ ス カ

ヤ を覗 き込 む 。 （中略） ミロ ー ノ ブ の セ リ フ 「な に をお っ しゃ る ん で す

か ！　 生 きて くだ さい ！　 生 きて くだ さい ！」 をメ イ エ ル ホ リ ドの 演 出

で は
， そ こ に い る登場人物全員で 言う。 （3，6）

　他方 ，
メ イエ ル ホ リ ドは

， 原作 には ない 多数の 民衆役 を後方に導入 して い る 。

こ の こ とに よ っ て
， 舞台上 に 広場の 雑多で 祝祭的な世界が 形成 され る と同時 に ，

主要な登場 人物 た ちが群衆 との コ ン トラ ス トに よ っ て
， 前面 に浮か び上 が る よ

うに なる 。 例 えば
， 喜劇役者が 皿 な ど舞台上 の物 を手当た り次第 に ひ っ つ か ん

で は 人 々 の 群 に追 い か け られ （3，20），舞台 中 を走 り回る 情景は ， 彼 の 性格 を

印象づ ける と同 時に ， 彼が 劇中に お い て 特別 な （個性 的な）人物で ある こ とを

印象づ け る。

　つ ま り， 登 場人物たちは ， まずセ リフ の 「ある／ な し」で 背景の 人物 と主要

人物 とに 区別 され ， 次 に そ の 入物 が舞 台上 で 演 じる場 所 （「前 景／ 後景」） に

よ っ て 強調され る 。 背景 に 群衆 とい うア トラ ク シ ョ ンが モ ン タ ー ジ ュ され る こ

とに よ り， ち ょ うどル ボ ー ク の 絵に表 れ る独特 の 遠近法の よ うに主 要人物 が ク

ロ ーズ ア ッ プ され る 。

　主要な登場 人物た ちは ひ とつ の ア トラク シ ョ ン と して ， 必 ず 自分 と対照的な

人 物とモ ン タ
ー

ジ ュ されて い る 。
つ ま り人物像 は モ ン タ

ー
ジ ュ され た他者 との

コ ン トラス トに お い て 決定され て い て
， 誰か独 りが劇 の 中心人物 とな る こ とは

な く，脱 中心化 され る よ うに複数の 人間関係が 組み合わ され て い る 。 こ れ は 餮

葉の 説明 を廃 し，
モ ン タ

ー ジ ュ に よ っ て ニ ュ ア ン ス を つ た える試み で あ り， 舞

台上 の 事件， つ ま りア トラ ク シ ョ ン 同士が衝突 した結果 に つ い て ， 固定化 され

た 「正 しい 解釈」 を拒否する こ とを意味 して い る 。

　細 か く分断 され た エ ピ ソ
ー ドを重ね る こ と に よ っ て 登場 人物 をよ り立体的に

見せ る の は ，
コ ン メ デ ィ ア ・デ ラル テ に もみ られ る手法で あ り， 原作で もか な

り意識 的に使わ れて い る 。 原作 に お い て も，幾 つ もの パ ー
ト （部 分） に分割 さ

れ た複数の 筋立 て が交互 に提示 され
， 同時進行 で 展開 して い く形態が試み られ

て い る。 十九世紀の 戯 曲の 特徴 と して 危機 的に 緊張が高 まる場面 にテ
ー

マ が表

れ る とい うJI． ロ トマ ン の 分析
（10｝

を手が か りに 戯 曲 『森林」の 争点部分 を探せ

ば
， 森林売買の 料金 を誤魔化そ うと した商人 を悲劇役者が 責め る

， 屈辱的 な扱
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い を うけた 悲劇役 者が毀れ た ピス トル を振 り回 して 女主人 に対 しひ と芝居打 つ
，

な どの い ずれ の 場面 に お い て も 「人間 と して の 尊厳 （誇 り）」が テ
ー

マ とな っ

て い る 。 こ の 倫理 的 なテ
ー

マ に つ い て 登場人物そ れ ぞ れ が 独 自の 解釈 を展 開 し，

そ の よ うな 自分 の 考えどお りに相手を動か し， 自ら もその 筋書 きに そ っ て 演 じ

よ うと して い る 。 こ の よ うな登 場人物 たち に よる
‘

演 出
’

を通 して 展開 され る

の は，彼 らの 考 え方 ，
つ ま り世界観で ある 。

　 しか し原作で は
，

こ れ ら登場人物 た ちの 演技や 演出 を解説 して し まう作用 を

す る ようなセ リ フ の 多用が ，非常 に演劇性 の 高い 手法の 効果 を疎外 して しま っ

て い る 。　
‘

演出
’

とい う演劇的メ カ ニ ズ ム を利用 した手法自体は ， 意識 に よ っ

て 世 界が変わ る ，つ ま り世界 とは 可変 的な もの で あ る こ と を示 すの に有効 な手

法で あ るの に，打 ち明 け話 や告 白とい っ た 説 明の ため の 言葉が ， 劇中の 行為

（または
‘

演出
’

） の 嘘か真か を断定 して しまい
， あ た か も客観的 な基準 に基

づ い た絶対的 な真実 （「正 しい 解釈」）が存在す る かの よ うな矛盾を起 こ す 。

　また ， 原作で は ， 複数の 人 り組 ん だ筋立て が
一
体 と な り， 『森林」 とい うひ

とつ の 劇 と して の ま と ま りを もつ よ うに各パ ー トの テ
ー

マ へ の 求心性が念入 り

に仕組まれて い る。 しか しその念入 りさゆ えに か えっ て
， 劇の 各部分 をテ

ー
マ

と関連 させ る ため の伏線 も ， 随所 に ち りばめ られ た打 ち明け話 も， 筋立 て を展

開す る た め の 説明に な っ て しま っ て い て ， テ ーマ へ の 求心性 が無理 につ くられ

て しま う。 その
一
方で 森の 代金 をめ ぐる対立 は，他 の パ ー トとの 関連性が希薄

なため に劇全体 に お け る比重が軽 くな っ て しまい ，悲劇役者 の 正義感 を説明す

る だけの 機能に な りが ちで ある 。 よ っ て ， ア ク シ ュ
ー シ ャ の 弱 さが悲劇役者の

抵抗 を動機付 け ， 悲劇役 者が彼 女の 代 理 人 と して女地 主 に対峙する こ とに な る

と
， 彼 ばか りが前面 に押 し出 され ， 入 間関係の 図式は結局， 欲の 女地主 と正義

の 悲劇役 者 とい う二 極対 立 に 単純 化 され て しま う。 メ イ エ ル ホ リ ドは 「『森

林」が 与 える もの 。 本質的 に は 簡 ￥一な戯曲の 筋立て に長 い 説明部分 （二 幕）が

先行 して い て ， さ ら に もっ と長い 筋立 て の 展 開が あ る」
（11）

と分 析 して い る が ，

五 幕 を とお して こ の 筋立 て が ゆ っ くりと展開 し
， 最後 に解決策が提示 され るこ

とに な り， 作品の 構成 は ，

一
見複雑 に見 える が

， 全体 と して 直線的で あ る 。 し

か も， 言葉 に よ る説 明が多用 され て い て ， 分割 され たパ ー ト同士 の 有機的な繋

が りも緻密 とは い えず ， 散漫 に な っ て しま っ て い る 。

　メ イエ ル ホ リ ドは
， 「ニ ェ シ ャ ス リ フ ツ ェ フ 〔悲劇役者）は 戯曲の 巾心で は

な い
。 （中略）ニ ェ シ ャ ス リフ ツ ェ フ は ア ク シ ュ

ー
シ ャ に対 して 補助 的な役 を
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演 じて い る」
｛IZ

と述べ
， 劇 中の 誰 かが独 占的な中心 となる こ とを拒否 して い る 。

主 だ っ て エ ピソ
ー

ドを展 開 して い く人物 には それ ぞ れ 自分 と対照的 な人物が お

り， その 人物 との コ ン トラス トに よ っ て 人物像が 決定 され て い る 。 登場人物問

の 関係 も， 誰か ひ と りが主役と して 劇 の 中心 に居 る とい う構成に は な っ てお ら

ず ， 重心が
一箇所に偏 らない

。 原作 で は ま っ た く受動的な存在で
， 悲劇役者が

正 義を振 りか ざして 活躍 す る た め の ア リバ イか ， 女地主 とブ ラ ーノ ブ の 欲望 を

際立 たせ る た め の 存在 で しか なか っ た ア ク シ ュ
ー シ ャ を，主体 的に行動 を起 こ

す存在と して 読み換 え， 前面 に押 しだ した こ とに よ っ て も，
互 い に直接対峙す

る 関係が 増 え，劇 中の 人間関係の コ ン トラ ス トは原作 よ りも複雑 さを増 して い

る 。

　原作 に み られ る エ ピソ
ー ド問の 繋 ぎ目の弱 さや 言葉に片寄 っ た欠点を解消す

る ため に
，

メ イエ ル ホ リ ドは個 々 の エ ピ ソ
ー

ドの 独立性 を強め た。 言 葉で 立場

や状況 を説 明す る こ とを避け ， あ くまで ， 立場の 異な る もの 同士の 衝突を舞台

上 で徹底的に デ モ ン ス トレ
ー

シ ョ ンす る こ とを 目指 して い る。 説明の 機能を も

つ セ リフ （多 くの場合 ，
モ ノ ロ ー グ に よる告自）部分が削除され ， 原作で は劇

中劇の ように演技が 入 れ子状 に な っ て い るが ， そ の 中 の 部分だ けが 取 り出 され ，

事件が剥 き出 しに され て い る 。
つ ま り， 登場人物同七が演技 して い る か どうか

（本当か嘘 か）で はな く， 対峙 して い る状況 その もの の 方 に焦点が当て られ ，

舞台上 で 異なる立場同士が モ ン タ
ー ジ ュ され ， 衝突する プロ セ ス が観客の 眼前

で 繰 り広 げ られ て い る こ とに 重点が置 かれ て い る 。

　原 作が対立する 立場 を並べ た だ けの 平面的な構成 な らば
，

メ イエ ル ホ リ ドは

よ り多面的 ， 立体的 に人間関係 を構築 して い る とい える だろ う。 そ して メ イエ

ル ホ リ ドの 目指 した こ の よ うな 多面的な 人問関係 の提示 をさ らに動 的に して い

る の が ， 旅役者た ちの 可変性 で ある 。

　 旅役者た ちは ，劇 中で 果たす機 能か ら，性格上， ドン ・キ ホ ー
テの 主従 に見

立 て られ て い る 。
こ れ は原作 の 特徴 を発 展 させ た もだが ， 原作で は ， ドン ・キ

ホ ー
テ の 機能が全面的に正義 を行う悲劇役者の 動機 とな っ て い た の に対 し ， メ

イ エ ル ホ リ ドの 演 出で は ， 事件 に 巻 き込 まれ なが ら， 騒 ぎを大 き くし， 人物 閾

の衝突 を激化 させ る 触媒 の 働 きの 方が 強調 されて い て
， 機能上 ， 大 きく違 っ て

い る 。 また 彼 らは状況 を判断 し， そ の 時々 に応 じて あ くまで 主観的に正 しい と

思 う方 に 加勢 す る た め
，

人 間関係 の 秤の 一k を動 く分銅 の よ うな役割 を し て い

る 。

　 メ イエ ル ホ リ ドは ， リハ
ー

サ ル して い た 1923年 の 暮れ に登 場人物 を四 つ の グ
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ル
ープ にわ け た際 ， 役者た ち を中間の グ ル ー プ と して ， 「階級か ら脱落 した要

素で ， 極め て 様々 な理 由に よ っ て ，
い ずれか の 立場 に傾 く」

〔13）
と分 析 して い る 。

た とえば
， 森林 を売買す る シ

ー
ン で は商人 を非難 して 女地主の 味方とな り， 女

地主 と若い 恋人 た ちの 問で は娘の 方に 味方 し，居候の 青年 をい い 奴 だ と思 えば

や は り味方 となる， とい う具合に ， 旅役者は 常に舞台上 を動 き回 り， 対立 する

人間関係 を見つ けて は 間に割 っ て 入 り， 衝突を大袈裟 に する役割を担 っ て い る 。

そ の際 誰が正 しい の か は
， その 時の 相手 との 関係 に応 じて変 わ っ て お り， そ

の 場の状況 に よ っ て 登場人物は持 ち上 げ られ た り下 げ られ た りす る 。

　その結果，主 要登場人物が 互い に対等 とな り， 互 い の 対 立関係 も関係が 変化

す るに したが っ て 変化 し， 固定された 図式 に は な らない
。 舞台に は ， 次々 と多

様な条件を提示す る エ ピソ
ー ドが繰 り出され ． その た びに ， 登 場人 物 同士 の対

立が繰 り返 され て い る。 それ ぞれ の位置が移動 し なが ら， 風刺の 世界の 中で 格

上 げされ た り， 格下げ された りす る様 を，
エ イゼ ン シ ュ テ イ ン が ア トラ ク シ ョ

ン の モ ン タ
ー

ジ ュ を遊 園地 の ジ ェ ッ トコ ー ス タ ー に例えた こ と に な ら っ て 例 え

れ ば
， 馬が音楽にあわせ て場面が 変わ る毎に そ れぞれ上 下 しなが ら回 っ て い る

「メ リ
ー ・ゴ ー ・ラ ウ ン ド」

a4
に例 える こ とが で きる か もしれ ない 。

結論

　メ イ エ ル ホ リ ドは 十九世紀の 古典 作品に サ ー カ ス や モ ン ター ジ ュ を応用 し，

演劇の ス タイル と して も， テ
ー

マ と して も新た な世界 を創造 した 。 しか し，
メ

イエ ル ホ リ ドは原作 をゆがめ る こ と な く， 戯曲全体が い くつ かの 独立 した部分

に分割 され る とい う原作の 特徴 を発展 させ
， 各部分の 自律性 を誇張 し ， 原作自

体が 内包 して い る特徴 に基づ い たエ ピソ
ー

ドへ と作 りか えて い る 。 原 作の 性質

に逆 ら うの で は な く，
もと もと原作 に ある要素をさらに飛躍 的な効果 を発揮す

る よ うに活用 した の が メ イ エ ル ホ リ ドの 演 出方法で あ っ た。 オス トロ フ ス キイ

の 原作に 強か っ た説明 とい う文 学性 を最小限 に押 さえ
， 身体性 を重視 し， 演劇

性 を徹底 し，
二 項対立の 平面的な原作の構図 を脱中心化 され た立体的 ， 動的な

人間関係 の モ デ ル に組み替 える こ と に よっ て ， メ イ エ ル ホ リ ドは 『森林』の 質

的 な転換 をはか り， オ ス トロ フ ス キ イの 古典的作品 を新 しい 時代に甦え らせ る

こ とに成功 した の で ある 。
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注（1） メ イ エ ル ホ リ ド の 演 出 に つ い て は， Bc．3 ．　 MePtepxoabll．333nu3e ∂α ｛，Jeca・、）

　　　（ny6nnKanHfi　 B．　 A ．　 MaHcnMoBort）．　 B　 KH ，： ilo几 pen．　 Py江HMqKoro 　 K ，　 JI．　 B 　 neucrcax

　　　peanucmuuecrcoti．pep、cuccyPbl 　20−30．x 　 eo∂・e，　M ．，　tg8t，　c ．318−・358．を使用。 本論文中の

　　　エ ピ ソ
ー ドに関する言及は こ の 資料に よ る 。

　（2）　H ．X 」 bHCKufi ．　C α M 　o　ce6e ，　M ，，　tg84 ，　c ．26i，

　（3＞ ク ラ ウ ン とオ
ー

ギ ュ ス トに つ い て は次 の 文 献 を参照 。 E．　Ky3He π・ B ．恥 ρκ ，　M ．
，

　　　 tg71，　 G ．163−｛65．

　（4）　C ．M ，3th3eHmTethH，　ll36paHHbve　npeueBe ∂eκzan，B6T ．，　T ，2，　M ．，1964，　c ．525．

　（5）　K ．PynHuuKHrt．
“
巛Jlecレレ MotiepxollhAa ，

”
Teamp ．　M ．，1976 ，．N…t2，　G ．99．

　（6） ミハ イール ・パ フ チ ン ，川端香男里訳 『フ ラン ソ ワ
・ラブ レーの 作品の 中世 ・ル

　　　　ネ ッ サ ン ス の 民衆文化』せ りか書房 ，
1973年 ， p，216．

　（7）　CM ．　npa θ∂a ，　tg 江eKa6PH 　1923　v ，

　（8｝　G ，M ，9fiBeHmTertH．？lfonmaoicα mmparcOluo κae，　B　KH ．； C．　M ．3貢eH 皿 ITethH ，　Yna3．　cetc，　T ．

　　　 2，c ．270．

　（9） 回転ぶ らんこ とシ
ーソ ーの エ ピソ

ー ドに関する ル ドニ ッキ イの 見解の 詳細 は，以

　　　下 の 論 文 を 参照 。 K ．　pynHvaqrtufi．　
1

。nec ）） Mertθpxonbμa ，
・

Teamp ．　M ．，　tg76 ，　M 弖，　c ．

　　　 102H 灘S12，0 ，97，

　（10） CM ．∬．”・ TMaH ．  ε∂ucn ・eue 　 rc　 rCH．　U ・mePUfl 　pyccn ・a｛ Opa− ・amypeuu
，

8卿 απ 脚 σ・μ・α

　　　XIX −Haua 謁 o　XX 　Berca ．（∂01917e ．）M ，金987，　e 、7−9．

　（11）　CoeT ．　M ．　M ．　GmoBeuKoti ．　Me 琵epxonb ∂penemupyem ，　E　2−x　T ．，　M ．，　i993，　T．2，　c ．10．

　（1オ　Bo．3，　Me孟epxo ∬bA ，　Cmambu，　nUCbM α，6ece∂bV，　B　2−・x　T ．，　M ．，　tg68，　T ．2，　e ，55，

　（1匐　　CeeemcrcuJ　meamp ．ノlorcy．＋｛eHinbe 　u ” amepu α abt 　1921 −1926，　c ．2｛7、

　個 　サス ノ フ ス キイが上演当時 ， 批判的に使用 した言葉で はあ るが ， 思 い が けず的確

　　　な表現 とい えよう。 CM ．　TaM ｝Ke ．　c ．217．

戯曲 は AH ．　OcTp 。BGKrafi ．　ilec．　B　nonH ．。06 ．　e 。q ．　B　12　T ，　M ．，｛974
，
　T ．3，　c ．250−338，を

使用。

（｛Jlec》） BnocTaHoHKe 　Bc ．3．　Meitepxoublla（1924　r ．）

　　　　　　　　MoHTa ，K　aTTpaK 艮MoHoB 　B　TeaTpe

TAT θOKA 　KyMva

　　　B 　朋 Bape 　歪924　r ．　MertepxoahA　noeTaBml 　nbecy 　A ．　 H．　OcTpoBoKoro 　｛｛Jleoレレ．

Me 貢epxo πb双 pa36un　llbecy 　Ha 　33　snu30Aa ，　pasAeneHENx 　Ha 　3　qaoTH 　c 　AByMfi 　aHTpaKTaMz ．
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OH  BBel  B  clleKTaKJb  eneMeHTN  q"pKoBorD  npeAcTaBneHua:  KJoyHally,  aRpo6aTHKy.

AKTepH  eMemHo  6epagM "  fipHranH  no  cqeHe.  B cfieKTaHne  6eB nepepfiIBa  npoAon}ica"MQh

}KeCTN,  MffMliKa,  BBYKU,  MY3blKa  ff T,  n.. XaPaKTePN  nerteTBYroIIIMX nxu  6Nrm  nP"YKPallIeHN

oco6NMm  cTpaHHblMH  MaHepaMn  KaK  y KnOyHOB  B  qnpKe,  MefiepxonhA nepenojlHnn

cneHTaKJb  pasHoo6pa3nblMH  eMNellaM"  va o6pa3aMva,  x  co3Aan  XaOT"gHOe  upocTpaHeTBO,

KaK  Ha  KapHaBalle.

    Cpepm  MHorHx  uMpKoBblx  enervreHToB  c  aKpo6aTuKoti,  ooo6eHHo  6NJM  3aMeTHH  o6pa3m

AByx  cTpaHcTByK)mJIx  aKTepoB,  eTa napa  TparMRa  li KoM"Ka  B  clleKTa"ne  HppaJa  poJlh B

KagecTBe  T"nMgHeti  uHpKoBort  napN  
[KnoyHa

 va aBryeTa'.  Menepxenbz  He  yKpaouJ

cneETaKnh  qvapKoBo"  TexHHEoH,  a  ycTpou[  ero  B  yclloBMHx qMpKa,

    BMecTe  o  nxpKoBofi  ycJoBHoeTbm,  MertepxoxbK  np"MeHMn  MoHTancH6Iti  llpMHurm.  no

C;IOBaM  3fi3eHIIITefiHa, TCOPlifi  MOHTa7ICa  03HagaeT  CTenKHOBeHHe  aTTPaKq"OHOB,

ATTpaKuHoH  onpeneJ"eTcfi  KaH  oaMecTofiTexbHNth  3aKpslTNrt  eueMeHT,  oocTaBJHK)mwt

efieKTaKnb.  Bee  eneMeHm  B  cneKTasc"e,  B ToM  gncne  }iceoTbl, cnoBa,  3ByKH  "  na)fce

npeeTpaHeTBo,  rrepenaBanu  3HauefiMe  u  6blJM ycgoBHo  onfi3allII, OHH  oTam{uBanlieb  Apyr  c

ApyrOM,  H  3Tz  cTonKHoBeHua  po)icAan" HoBHe  o6pa3hl.  HanpMMep,  npfiI)KKu  MaubguKa,  B

cBH3M  e  e?o  penrmKo",  noKasHBalln  ero  npoeToTy,  a BByKz,  pa3naBaeMNe  neBymKou  fipM

KaTaHMli  6egbff, BBYgamm  HaK  OTPKqaTenbHblfi  OTBeT  XOBHnKe.

   M Ka)fcAblit 3Hu3on  BNnollHfin  HaeHageHvae  aTTpaKqliolla,  MeitepxoJbn oBfi3NBan

enH3ollhl  He  llo  opa6yJe TrbeoH,  a TaK,  gTo6hl  3nM3oAsl  KoHTpaoTHpoBan"eh  Apyr  c  ApypoM,

HanpxMep,  fioKa3lirBanH  npyr  Ba  ApyToM  nBe  pa3HEIe oepwn  enMBeADB  loogepeAHo,  6ynco

sTM  pa3Hhle ncTop""  Hpo"3BonfiT  oAHeBpeMellHo,  Ho  B  pa3HEIx MecTax.  B ApypoM  cnygae,

geMOHOTPmPOBanK  3llli30gsl  Pa3HHx  nlo6oBHblx  MeTop"ir  onxH  3a  ApyrnM,  oeo6eHHo

nOpmePHMBafi  KOHTPaCT  n03Mqllil  Me}ICnY  HHMM.  BCffKMe TaKUe  aTTPaKqUOHbl,  OTanHMBaHOb  C

                                                               -

npypxMx,  gepeB  Beeb  eneHTatt:b  o6pa3oBHBanM  KoHTpaoTEJ  xapaKTepoB  aMnaya

nertOTBYIOMHX  nMI,  M  OHli  QaMH,  HaK  aTTPaKllHOHliI,  TO}iCe  6EInH OMOHTHPOBaHhl  APYP  e

npypoM,  gTo6br  onpenen"=Hob  no  xapaKTepy  B oTHomeHMva,  T, e, B KoHopnRKTe.

   Mefiepxonbn BBeJI  B  cneKTaHnb  ppynny  HapoAa,  KoTopon  He  6bllo B  llbeoe,  gTo6N  oHM

yBemagmBaJva rmolqamlyK)  aTMeedjepy  Ha  eqeHe  ", nongep"nBanu  oxeMy  KoHdjn"KToB,

coBJcoBaH  J!y6oEHym  fieponeKTliBy.  B  nbeae  OoTpoBeKopo  oxeMa  oTHOmeHllfi  Me7Iuy  [IollbMM

c?"KMaeTcfi  oRHHM  rxaBHliM  KoHopn"KToM,  Ho  KoHTpficTy  e  DTHM  B  pe}Klioeype Mertepxonblla

pnaBHNe  nlilla eBfi3NBanncb  pa3HNMM  lcoHopnuKTaMH,  nooTeMy  Ha  cneHe  noegepeAHo

nOflBUH""Ch  PaBH5Ie "OH{PMTKThl  U  KageCTBO  OTHOIIIefln  Me)fCAY  nMqaMH  nOeTOAHHO

MeHAmaob,  Oml  o6pa3oBan"  pa3HoeTopolme-nuHaMli{eaKHe  oTffomeHvafl.
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